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成人式

クリーン作戦

長寿子宝シンポジウム

中学校卒業式

小学校卒業式
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　３月１６日

　３月２４日

ウォーキング大会
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町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
輝
か

し
い
新
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
21
年
10
月
18
日
の
伊
仙
町
町
長
選
挙
に
お
い
て

「
共
に
創
ろ
う
、
躍
進
す
る
輝
く
伊
仙
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町

民
の
負
託
を
受
け
、
三
期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
選
挙
は
町
民
の
方
々
が
「
政
争
か
ら
政
策
の
町
へ
」

の
意
味
を
理
解
し
、
行
動
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
と
改
め
て
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
私
も
町
職
員
も
今
ま
で
以
上
に
期
待
と
責
任

の
重
さ
を
自
覚
し
、
町
政
発
展
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
す
。

　

町
外
か
ら
も
「
伊
仙
町
は
よ
く
な
っ
た
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
」

と
の
高
い
評
価
を
受
け
、
「
長
寿
子
宝
の
町
、
人
情
豊
か
な
も
て

な
し
の
町
」
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
社
会
の
中
で
も

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
全
国
が
注
目
す
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

平
成
20
年
８
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン
し
１
年
を
経
過
し
た
「
徳
之

島
交
流
ひ
ろ
ば
」
ほ
ー
ら
い
館
は
、
全
島
か
ら
多
く
の
方
々
が
来

館
さ
れ
、
健
康
増
進
と
交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
認
知
度
が
着
実

に
高
ま
り
、
島
の
新
し
い
拠
点
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

平
成
21
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
直
売
所
「
百
菜
」
は
地
産
地
消

を
進
め
な
が
ら
、
島
の
長
寿
と
い
う
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
を

全
国
に
販
売
す
る
魅
力
あ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
出
発
し
、
徐
々
に

島
内
外
か
ら
評
価
さ
れ
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
期
目
に
掲
げ
た
目
標
は
「
ほ
ー
ら
い
館
・
百
菜
」
を
突
破
口

に
「
人
口
の
増
加
す
る
町
」
で
あ
り
、
「
農
業
生
産
額
50
億
円
達

成
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
大
政
策
を
基
軸
に
据
え
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
掲
げ
た
一
〇
〇
項
目
を
着
実
に
実
行
し
て
輝
く
伊
仙
町
へ

と
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
で
伊
仙
町
の
人
口
が
増
加
し
た
こ
と
は
画
期
的
な

こ
と
で
す
。
都
会
で
は
不
況
が
進
行
し
島
に
帰
っ
て
農
業
を
中
心

に
生
活
す
る
若
者
、
島
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
来
る
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ

タ
ー
ン
の
方
々
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
方
々
を
受

け
入
れ
る
た
め
に
、
一
戸
建
木
造
住
宅
政
策
、
第
一
子
か
ら
の
子

育
て
支
援
、
不
妊
治
療
支
援
、
保
育
時
間
延
長
、
農
地
の
確
保
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
伊
仙
町
民
が
元
々
持
っ
て
い
る
他
人
に
対

す
る
思
い
や
り
と
弱
者
に
対
す
る
温
か
い
惻
隠
の
情
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
け
ば
伊
仙
町
に
は
必
ず
多
く
の
人
々
が
移
っ
て
く
る
は

ず
で
す
。

　

ほ
ー
ら
い
館
の
時
差
勤
務
体
系
は
す
で
に
公
務
員
の
常
識
を
変

え
ま
し
た
。
「
公
務
員
の
職
務
が
町
民
に
奉
仕
す
る
こ
と
」
と
い

う
基
本
理
念
に
立
ち
返
れ
ば
、
町
が
豊
か
に
な
る
た
め
に
職
員
が

営
業
活
動
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
通
じ
て
、
農
業
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、
地
域
女
性
連
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
建
設
協
会
、
社
会
教
育
な
ど
町
民
す
べ
て
が
職
員

と
一
体
と
な
り
協
力
体
制
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
住
民
参
加
で
あ

り
、
「
共
に
創
ろ
う
、
輝
く
伊
仙
町
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
お
い
て
は
島
に
生
ま
れ
た
こ
と
、
島
の
歴

史
と
文
化
に
誇
り
を
も
ち
、
心
身
共
に
た
く
ま
し
い
愛
郷
心
の
強

い
子
ど
も
に
育
て
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
伊
仙
町
に
日
本
社
会
が

失
い
つ
つ
あ
る
地
域
と
大
家
族
で
子
育
て
を
す
る
、
よ
き
習
慣
が

し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
合
計
特
殊
出
生
率
日
本
一
と
い

う
名
誉
を
受
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
伊
仙
町
に
行
け
ば
長
生
き

が
で
き
る
、
子
だ
く
さ
ん
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
平
成
22
年
２
月
28
日
に

「
長
寿
子
宝
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
こ
で
得
ら
れ

た
成
果
や
取
り
組
み
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
全
国

に
発
信
し
、
企
業
誘
致
に
繋
げ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
生
産
額
50
億
円
達
成
の
た
め
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
単
収
増
、

子
牛
の
品
質
向
上
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
ば
か
り
で
な

く
、
亜
熱
帯
と
い
う
有
利
性
を
生
か
し
た
他
の
付
加
価
値
の
高
い

品
目
の
マ
ン
ゴ
ー
、
た
ん
か
ん
、
し
ょ
う
が
、
ご
ま
、
南
瓜
、

花
卉
等
の
生
産
額
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
具
体
的
に
は
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
新
規
就
農
者
支
援
金
の
開

始
、
鹿
児
島
大
学
農
学
部
と
の
連
携
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て

農
高
跡
地
の
活
用
、
加
工
施
設
の
充
実
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
（Cells A

live 
System

）
の
導
入
な
ど
が
必
要
で
す
。
ま
た
食
の
安
心
安
全
と

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
食
育
と
地
産
地
消
も

重
要
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
よ

る
豚
肉
の
伝
統
料
理
復
活
も
可
能
で
す
。
調
査
に
よ
る
と
島
内
の

食
料
の
95
％
が
島
外
と
外
国
か
ら
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
50
％
に

下
げ
る
だ
け
で
数
十
億
の
経
済
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。
サ
ト
ウ
キ

ビ
等
の
単
収
増
の
た
め
徳
之
島
ダ
ム
と
畑
灌
の
早
期
完
成
を
訴
え

て
い
き
ま
す
。

　

「
も
て
な
し
の
町
」
と
し
て
の
観
光
政
策
は
、
ま
ず
戦
艦
大
和

の
慰
霊
塔
修
復
を
１
月
に
開
始
し
４
月
７
日
に
は
盛
大
に
慰
霊
祭

を
執
り
行
い
、
岬
周
辺
の
整
備
、
喜
念
浜
の
ロ
ッ
ジ
を
中
心
と
し

た
観
光
の
確
立
。
「
徳
」
の
あ
る
島
の
33
箇
所
聖
地
旧
跡
巡
り
、

瀬
田
海
の
再
整
備
、
闘
牛
場
の
整
備
を
進
め
、
三
町
観
光
協
会
が

一
つ
に
な
り
進
め
て
い
き
ま
す
。
全
郡
的
に
は
世
界
自
然
遺
産
登

録
の
早
期
実
現
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
奄
美
を
世
界
に

発
信
す
る
こ
と
の
経
済
波
及
効
果
は
計
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
の
宿
泊
設
備
が
伊
仙
町
に
も
必
要
で
す
。

　

世
界
的
規
模
で
進
む
地
球
温
暖
化
対
策
は
ま
ず
自
治
体
か
ら
推

進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

を
進
め
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
油
化
装
置
を
広
域
連
合
で
開
始
し

ま
す
。
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な

環
境
に
や
さ
し
い
、
エ
コ
タ
ウ
ン
の
構
築
に
向
け
て
努
力
し
ま

す
。

　

以
上
三
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
中
心
に
所
信
を
述
べ
ま
し
た

が
、
「
も
て
な
し
の
町
」
に
し
て
い
く
と
い
う
志
を
現
実
の
も
の

と
す
る
た
め
に
全
職
員
と
町
民
と
力
を
合
わ
せ
て
全
力
を
つ
く
し

て
い
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
の
益
々
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
私
の
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

伊仙町長

大久保　明

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
本
町
の
教
育
行
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
校
・

教
育
委
員
会
が
抱
え
て
い
る
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
学
校
教
育
で
は
、
全
て
の
中
学
校
に
特
別
支
援
学
級
を
新
た

に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
推
進
と

一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
い
た
教
育
の
充
実
を
図
り
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
四
校
に
、
小
学
校
理
科
支
援
委
員
を
六
校
に
配
置
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
小
学
校
で
必
修
と
な
る
外
国

語
活
動
の
充
実
に
向
け
、
小
学
校
外
国
語
活
動
支
援
員
の
派
遣
も
充

実
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
学
力
向
上
に
向
け
た
取
組
と
し
て

は
、
「
平
成
二
十
一
年
度
学
力
調
査
活
用
等
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推

進
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
全
小
中
学
校
が
指
導
方
法
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
に

も
素
晴
ら
し
い
活
躍
が
あ
り
、
文
武
両
道
に
お
け
る
活
動
は
、
日
頃

か
ら
子
供
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
指

導
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
県
教
育
行
政
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
あ

し
た
を
ひ
ら
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
に
努
め
、
伊
仙

の
良
さ
（
人
・
自
然
・
文
化
）
を
生
か
し
た
「
自
ら
学
び
高
め
る
生

涯
学
習
」
と
「
課
題
解
決
と
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
社
会
教
育
」

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
町
の
青
少
年
教
育
の
親
子

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は
、
毎
回
、
募
集
定
員
を
上
回
る
募
集
で
、
各
種

研
修
会
や
講
座
も
好
評
を
い
た
だ
き
、
今
後
は
、
学
習
者
の
学
習
の

成
果
と
活
動
の
場
を
広
く
提
供
し
、
生
涯
学
習
社
会
の
推
進
を
目
指

し
ま
す
。

　

新
年
度
に
向
け
て
も
、
行
事
を
見
直
し
、
更
な
る
町
教
育
の
充
実

発
展
に
教
育
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

お
わ
り
に
町
民
の
皆
様
方
の
益
々
の
御
発
展
と
御
健
康
・
御
多
幸

を
御
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
町
長　
　
　
　
　
　
　

会
計
課
長

　
　
　

中
野
　
幸
次　
　
　
　
　

福
永
　
正
徳

総
務
課
長　
　
　
　
　
　

議
会
事
務
局
長

　
　
　

稲
　
　
隆
仁　
　
　
　
　

松
田
　
一
郎

企
画
課
長　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　
　
　

四
本
　
延
宏　
　
　
　
　

岩
井
哲
之
助

税
務
課
長　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
会
局
長

　
　
　

池
田
　
俊
博　
　
　
　
　

仲
　
　
武
美

町
民
生
活
課
長　
　
　
　

教
育
委
員
会
総
務
課
長

　
　
　

椛
山
　
正
二　
　
　
　
　

窪
田
　
良
治

保
健
福
祉
課
長　
　
　
　

社
会
教
育
課
長

　
　
　

益
岡
　
　
稔　
　
　
　
　

幸
多
　
健
策

経
済
課
長　
　
　
　
　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　

中
熊
　
俊
也　
　
　
　
　

吉
見
　
誠
朗

建
設
課
長　
　
　
　
　
　

ほ
ー
ら
い
館　

館
長

　
　
　

上
木
千
恵
造　
　
　
　
　

樺
山
　
　
誠

耕
地
課
長　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　

大
山
　
秀
光　
　
　
　
　

澤
　
佐
和
子

環
境
課
長

　
　
　

牧
　
　
徳
久
　
　
　
　
　
他
職
員
一
同

水
道
課
長

　
　
　

幸
　
　
孝
一

伊仙町

教育委員会教育長

時任　武男

謹
　
賀
　
新
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り添って50年　合同金婚式寄
　第15回合同金婚式が11月1日（日）ほーらい館（癒てぃなホール）において盛大に行われました。
　結婚50年という長い年月を、家庭のため、地域のために共に頑張ってこられたご夫婦のご苦
労、ご貢献に対しこれからの長い生涯も有意義に送っていただけるようにと、町をあげて祝賀会
を開催いたしました。
　今回の対象者は、昭和34年１月１日より昭和34年12月31日までに婚姻届けを提出し、現在町
内に住民登録をしているご夫婦です。今年は11組が出席され、式辞、お祝いの言葉、祝状贈呈が
ありました。
　参加されたご夫婦のコメントでは「良い伴侶に巡り会えた事で今日がある。これからも二人三
脚で頑張っていきます」と謝辞が述べられ、改めて夫婦の絆の深さを感じさせられました。
　余興の部では、オープニングに阿三島唄同好会による意見口説、琉球舞踊や島唄で金婚式を祝
いました。

町 民文化祭 〜広げよう始めよう学びあい創りあう伊仙のまちづくり〜

　11月３日（火）第32回町民文化祭が
町総合体育館において開催されました。
開会行事では文化功労者として、平　た
み子さん（華道講師）・重村　睦子さん
（日本舞踊師範）・三島　啓良さん（舞
踏講師）の三名が表彰されました。続い
て舞台発表では、島御前風を皮切りに日
舞、琉部、大正琴など19演目で日頃の成
果が披露されました。
　今年は立ち見がでるほど多数来場し、
特に視覚障害者ダンス愛好会（サンファ
ミリー）による社交ダンスでは、伊仙の
太山　兆二さん夫婦ならではの息のぴっ
たり合った踊りには、感動のあまり会場
からひときわおおきな拍手が送られた。
　展示コーナーでは、生け花・油絵・習
字等が所狭しと展示され来場者を喜ばせ
てくれました。
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国 民年金事業功労者社会保険事務局長表彰

伊 仙町駅伝競走大会
　教育委員会主催の第31回伊仙町駅伝大会が11月８日開催されました。
　この大会は、小学生から大人までに駅伝に取り組むことで、長距離への関心を高めるととも
に、競技力の向上を図りあわせて地域の連帯感を高め、明るい町づくりを目的としています。　 
　コースは、喜念浜東側駐車場から糸木名小学校グランドまでの県道、16.6㎞です。今年は７チー
ムの参加がありました。午後２時に小学校男子が元気よくスタート。
　天候にもめぐまれ、沿道では盛んな声援と、暖かい拍手が送られました。レースは面縄校区
が、大会新記録で優勝しました。
　結果は次のとおりです。
 【総合順位】  １　面縄校区　（大会新記録）
　　　　　　　２　伊仙校区　（大会新記録）
　　　　　　　３　犬田布校区（大会新記録）

 【区間賞】  　第１区　小学男子　琉　　洋　道
　　　　　　　第２区　一般女子　重留　さとみ
　　　　　　　第３区　中学男子　西　　涼　介
　　　　　　　第４区　高校女子　大山　帆　子（区間新記録）
　　　　　　　第５区　高校男子　西川　　翔　（区間新記録）
　　　　　　　第６区　中学女子　永里　千　春（区間新記録）
　　　　　　　第７区　一般男子　濱田　民　生（区間新記録）
　　　　　　　第８区　小学女子　喜崎　かれん（区間新記録）

　国民年金事業の推進で、このほど優良市町村として鹿児島社会保険事務局長より表彰の伝達式
が１１月１２日（木）町長室で行われました。
　このたび町民生活課年金係の国澤さんは、社会保険制度の周知や年金業務に関しての取り組み
や推進などが高く評価され、町民の皆さんに大きく貢献して下さいました。
深く感謝するとともに、今後とも町政の発展のため、ご指導ご尽力くださるようお願いいたしま
す。
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百匹のウナギは、あっという間に無くなりました。
（ウナギの掴み取り）

　11 月 22 日（日）ほーらい館において第 33 回産業祭・百菜祭が開催されました。午前中の開
会行事では、式辞の後、各種表彰が行われ各部門で功績のあった方々を讃えました。今年は直売
所百菜前でのイベントを多く取り入れ三輪車レース・ウナギの掴み取り・さとうきびの長さ、重 
さコンテスト・綱引き・パンの早食い競
争と、会場のみなさんを楽しませてくれ
ました。又、広場では農業機械・中古車・
苗木・農産物の展示即売や小学校 PTA
によるバザーなども開かれ、大勢の人で
賑わいました。

産 業祭・百菜祭

お 弁当の日
　11 月 24 日伊仙中学校では、第１回「お弁当の日」を実施しました。

弁当の日の実践で、みなさんに育ててほしいものは、「自分を大
切にする心」です。人の心も、敏感に感じられる人。大切にできる
ようなおとなになってほしい。そんな願いを込めて、実施しました。
　この日ばかりは、早起きして誰の手も借りず、自分の力で献立か
ら買い出し、調理、片づけまで、全部子どもだけで行います。「食
事を作ることの大変さ、大切さを分かってくれたら」と保護者の一
人は語っていました。この取り組みは、来年も行われる予定だそう
です。

 

幼児医療制度改正のお知らせ乳
　平成22年1月1日より、乳幼児医療制度が改正されます。

　手続きの必要のない方には、新しい資格者証をお送りいたします。手続きの必要な方には、
 案内をお送りいたしますので、役場または郵送にて手続きをされるようにお願いいたします。
 　※平成21年12月31日までは、現在の制度での利用となりますので、ご理解下さい。

お問い合わせ　伊仙町役場保健福祉課　乳幼児医療担当　TEL86-3111（内線63）

 
改正前                               改正後《改正内容》

一般医療  6才まで
歯科医療  4才まで

→ 小学校就学前まで
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設課からのお知らせ建

平成22年度保育所への入所希望者は２月８日（月）までに、町民生活課で申し込み手続きをして下さい。

【保育所入所基準】
　１　保護者が、共働き等の理由で保育に欠けること。

　２　へき地保育所は就学前までで、保育時間は８時３０分〜１７時１５分まで。

　３　幸徳保育園は、就学前まで、保育時間は７時〜１８時５０分。但し、１８時〜１８時５０分までは

　　　延長保育（有料）となります。

　４　わかば保育園は就学前までで、保育時間は７時３０分〜１８時５０分。但し、１８時〜１８時

　　　５０分までは延長保育（有料）となります。

　５　いせん保育園は就学前までで、保育時間は７時３０分〜１８時５０分。但し、１８時〜１８時

　　　５０分までは延長保育（有料）となります。

　６　いせん保育園・幸徳保育園・わかば保育園は、所得状況等により保育料が変わります。

　　　　　　　　　○お問合せは　町民生活課　３６—３１１１（内線５５）

『平成22・23年度建設工事入札参加資格申請』を下記のとおり受け付けます。
◎　提 出 書 類（建設工事について）
　　１　建設工事入札参加資格審査申請書
　　２　建設業許可通知書の写し
　　３　建設業許可申請書の写し（添付書類を含む）
　　４　経営規模等評価結果通知書の写し
　　５　直前2年の各事業年度における工事経歴書
　　６　町税等納税証明書及び各使用料納入証明書（町内業者のみ）
　　７　消費税及び地方消費税納税証明書の写し
　　８　労働保険料（労災保険）納入証明書の写し
　　９　退職金共済組合加入契約証明書の写し
　　10　雇用保険料納入証明書の写し
　　11　使用印鑑届
◎　提 出 書 類（物品について）
　　１　入札参加資格審査申請書　　　２　営業概要書　　　３　納税証明書
　　４　町税等納税証明書及び各使用料納入証明書（町内業者のみ）
◎　測量，建設コンサルタント，地質調査等については，国土交通省の統一様式で提出してください。
◎　提 出 部 数：各1部
◎　受 付 期 間：平成22年1月4日〜平成22年3月31日迄
◎　注 意 事 項
　　１　書類不備の場合は受付けできません。早めに申請し，確認を受けてください。
　　２　提出書類はA4判のファイルに綴じ，表紙に「入札参加資格審査申請書」及び「会社名」を記入
　　　　してください。また，複数の業種を申請する場合は，業種ごとに提出してください。
　　３　申請年度内に許可（建設業許可）の期限が切れる場合は，すみやかに新許可書を入手し提出し
　　　　てください。
　　４　町外業者については，2年毎，町内業者については毎年の更新をお願いします。

　　　　　　　　　○お問合せは　伊仙町役場建設課　TEL 86-3111

平 成22年度保育所 園児募集

※保育所入所（希望者多数）により、希望の保育所に入所出来ない場合があります。

　あらかじめご了承下さい。
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　平成21年分の確定申告から、前年、自宅や税務署の会場などのパソコンから「国
税電子申告・納税システム（e-Tax）」で申告された方及び国税庁ホームページの
「確定申告書等作成コーナー」を利用して申告された方には、確定申告書関係書類は
送付されませんので、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、平成20年分の確定申告において、税務署の会場などのパソコンでe-Tax申
告を行った方及び国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して申
告された方で、平成21年分も申告が必要と思われる方については、申告時に必要な
情報を記載した「お知らせはがき」が送付されますので申告の際にご利用ください。
　また、確定申告関係書類は、国税庁ホームページから出力して使用することもでき
ます。
　出力ができる関係書類は、
　・所得税確定申告　・所得税確定申告の手引　・収支内訳書　・青色申告決算書　
など。
　なお、一月下旬から、最寄りの税務署及び市町村窓口にも備え付けます。
　確定申告関係書類についてお分かりにならないことがありまし
たら、最寄りの税務署にお尋ねください。

確 定申告関係書類の事前送付について

　民事調停手続は、調停委員会が当事者双方の言い分を聴き、歩み寄りを促し、当
事者の合意によって紛争の解決を図る手続です。法律的な評価をもとにしながらも
法律のみにとらわれず、紛争の実情に応じた柔軟な解決を図ることができる点が特
徴です。
　民事調停手続は、訴訟ほどには手続が厳格ではないため、だれでも簡単に利用で
きる上、当事者は調停委員会の進行に従って比較的自由な形で言い分を述べること
ができる等の利点があります。
　裁判所の窓口には、資金請求等いくつかの種類の
定型の調停申立書が備え付けられているほか、裁判
所ウェブサイト（http://www.courts.go.jp/）から
も一部の定型申立書をダウンロードすることができ
ます。

話 合いでトラブル解決　利用しやすい民事調停

？

大島税務署
電話　0997−52−4321
　　　　　　※自動音声案内
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　農林行政の企画・立案や中・長期的な国土利用計 画や経済計画の
策定、地方交付税の算出のための基礎資料として利用されます

　農業や林業を行っている農家・林家や法人などを対象とした調査
で、都道府県知事から 任命された統計調査員が訪問し、調査対象と
なる条件を満たしているかお伺いします。調査の対象となった場合
は調査票をお渡しし、ご記入いただきます。

　農林行政の企画・立案や中・長期的な国土利用計画や経済計画の
策定、地方交付税の算出のための基礎資料として利用されます。



広　報　い　せ　ん平成22年１月（284） （10）

保存版

※上記の 3 品目は袋に入れる際分ける必要はありません。ただし、他の資源ごみ（ビン類、カン類、ペットボトル、古紙類）とは別の
袋に分けて入れてください。また、食品容器等はお風呂の残り湯等でゆすいで、タオル等でふき取ってください。洗剤できれいに洗う
必要はありません。注）洗剤類等薬剤を含むものは機械のトラブルにつながりますので、水で特に注意して洗ってください。



広　報　い　せ　ん 平成22年１月（284）（11）



広　報　い　せ　ん平成22年１月（284） （12）

○
犬
田
布
の
小
林　

ト
ヨ
さ
ん
（
亡
小
林　

芳
久
さ
ん
）
よ
り
金
一
封

○
喜　

念
の
喜
山
満
智
子
さ
ん
（
亡
喜
山　

久
儀
さ
ん
）
よ
り
金
一
封

○
犬
田
布
の
木
場　

ト
ミ
さ
ん
（
亡
木
場　

重
文
さ
ん
）
よ
り
金
一
封

○
河　

地
の
坂
元　

清
二
さ
ん
（
亡
坂
元　

て
る
さ
ん
）
よ
り
金
一
封

香
典
返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付

ご
結
婚
お
め
で
と
う(

敬
称
略)

お
誕
生
お
め
で
と
う(

敬
称
略)

戸
籍
の
窓

實　

村　

秀　

樹　
　

伊　

仙

徳　

山　

彩　

香　
　

亀　

徳

美　

島　

大　

輔　
　

糸
木
名

川　

口　

真　

美　
　

天　

城

富　

岡　

一　

俊　
　

面　

縄

脇　

田　

さ
ゆ
り　
　
鹿
児
島
市

幸　

林　

巧　

也　
　

伊　

仙

川
井
田　

尚　

美　
　

伊　

仙

（（（（

全世帯配布　編集・発行　伊仙町役場　企画課
〒891-8293　鹿児島県大島郡伊仙町伊仙1842　TEL 0997（86）3111　FAX 0997（86）2301
URL　http：//www.town.isen.kagoshima.jp/2010年（平成22年）１月号

広報いせん No.283

永
岡　

寧　

　々
　

太　

輔　
　

木
之
香　

西　
　

妃　

羅　
　

彦　

二　
　

面　

縄　

川
口　

愛　

紗　
　

晋　

平　
　

犬
田
布

井　
　

翔　

太　
　

信　

明　
　

面　

縄　

永
田　

大　

旺　
　
　

誠　
　
　

喜　

念

橋　
　

来　

知　
　

義　

仁　
　

伊　

仙　
　

守
島　

も　

も　
　
　

亮　
　
　

目
手
久

清
水　

優　

南　
　

佑
　
志　
　

崎　

原　

安
田　

り　

こ　
　

貴　

俊　
　

伊　

仙

出
生
児

保
護
者

集
落
名

12
月
５
・
６
日
第
２
回
徳
之
島
長
寿
世
界
一
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
施
設
「
ほ
ー
ら
い
館
」
を
発
着
地
点
と
す
る
１
５
・
２
０
㎞
コ

ー
ス
。
２
日
目
は
５
・
１
０
㎞
。

　

両
日
と
も
に
晴
天
に
恵
ま
れ
、
最
年
少
３
歳
か
ら
最
高
齢
８
４
歳
ま
で
島

内
外
約
４
０
０
名
が
参
加
、
沿
道
の
景
色
や
参
加
者
同
士
で
交
流
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

馬根小学校の子どもたちの
ゴール地点での嬉しいポーズ

給水所でひと休み

景色を眺めながら、
よーり、よーり歩く

総人口＝7,417
　男　＝3,699
　女　＝3,718
世　帯＝3,565

人口の動き
（21年11月30日現在）

出　生＝5
死　亡＝7
転　入＝20
転　出＝13

ウォーキング大会

完歩目指して出発
〜！

ね　
　

ね

き

ゆ

う

あ
い
し
ゃ

し
ょ
う
た

だ
い
お
う

ら

い

ち

ゆ

な

しっかりと準備運動


